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ADSLモデムには「ルータータイプ」

「USBタイプ」「ブリッジタイプ」の3種類が

あります。プロバイダーやADSLキャリア

によって提供しているADSLモデムのタイ

プは異なりますが、上記の3種類のどれか

が提供されているはずです。ここでは各タ

イプの特徴を説明していきましょう。

まず、ルータータイプ（ルーター型）モデ

ムは、その名のとおりルーター機能を備え

たADSLモデムです。DHCP機能を備えて

いるので、プロバイダーがユーザーに割り

当てるIPアドレス（グローバルアドレス）は

ADSLモデムに割り振られる形になり、ユ

ーザーのPCにはDHCP機能でプライベー

トIPアドレス（LAN内のIPアドレスだと考

えてください）を割り振ります。通常、プロ

バイダーから割り振られるグローバルIPア

ドレスは1つですが、ルーターのDHCP機

能を使えば複数のプライベートIPアドレス

が使えるので、複数のPCを接続する人は

ルータータイプが便利です。

USBタイプ（USB型）はPCとモデムを

USBケーブルを使って接続します。最近の

PCにはUSBポートが付いているので、接

続はとても簡単です。またブリッジタイプ

（ブリッジ型）は、イーサネット端子を1つ備

えたADSLモデムです。ブリッジタイプの

モデムを使うには、PCにイーサネットカー

ドが必要になります。これらのタイプでは、

プロバイダーから割り当てられたIPアドレ

スがユーザーのPCに直接割り振られるの

で、外部のネットワークから自分のPCが丸

見えになってしまう危険があります。

どのタイプか迷っているのでしたらルー

タータイプがいいと思います。セキュリテ

ィー上の安全性が高いことがその理由で

す。ルータータイプのADSLモデムを使っ

ている場合、外部のネットワークからユー

ザーのPCを見ることができません。グロ

ーバルIPアドレスはADSLモデムが持ち、

ユーザーのPCはプライベートIPアドレス

を利用しているからです。USBタイプやブ

リッジタイプでは、PCがグローバルIPア

ドレスを持つので、ネットワーク越しに自

分のPCが見られる心配があり、不正アク

セスなどの危険が高まります。そのためブ

リッジタイプを利用する人は、別途ルータ

ーを用意して使うことをおすすめします。

（編集部）

ADSLの接続タイプの選び方

プロバイダー利用者のサーバーの立て方
今月のポイント

いまさら聞けない

ADSLはルータータイプが
おすすめ！

ADSLを導入しようと思うのですが、「USBタイプ」とか「ルータータイプ」とかがあってよくわか

りません。それぞれがどういうもので、いったい、どれがいいのでしょうか？（S・Kさん）

いまだから聞きたい

このコーナーでは読者の皆さんの

インターネットに関する疑問や質

問にお答えします。「？」と感じたこ

とはどのようなことでも構いません

ので、以下のメールアドレスまでご

質問ください。なお、ご質問への

メールでの回答はできませんので

ご了承ください。

○ご質問はこちらまで

im-welove@impress.co.jp

※今月はこれまでにメールやハガキな
どで寄せられた質問の中からピックア
ップしました。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



+++ internet magazine +++ 265

自宅などで構築したサーバーに対してイ

ンターネットからアクセスするには、IPア

ドレスまたはドメイン名の情報が必要です。

契約しているプロバイダーによって、割

り当てられるIPアドレスが固定されている

もの（固定IPアドレス）と、接続するごとに

動的に変わるもの（動的IPアドレス）とが

あります。固定IPアドレスの場合、そのIP

アドレスを指定すればインターネットから

アクセスできますが、動的IPアドレスの場

合はそれも不可能です。

また、IPアドレスが固定か動的かにかか

わらず、通常はドメイン名は割り当てられ

ていませんので、ドメイン名を使ったアク

セスはできません。これは、ドメイン名と

IPアドレスの関連付けの情報を持ってい

る「DNS」（Domain Name System）に登

録されていないからです。

ここで登場するのが「ダイナミックDNS」

です。このダイナミックDNSを利用すれ

ば、たとえIPアドレスが動的に割り当てら

れている場合でも、インターネットからドメ

イン名を指定して自宅のサーバーにアクセ

スできるようになります。ここでは、このダ

イナミックDNSサービスの仕組みを解説

していきましょう。

右図のように、プロバイダーから動的に

割り当てられたIPアドレスを、そのたびご

とにダイナミックDNSサービスを提供して

いるサーバーに登録します。これで、サー

ビス利用時にあらかじめ決めておいたドメ

イン名に対して、IPアドレスが関連付けら

れることになります。

インターネットからドメイン名を使ってア

クセスする場合、そのドメイン名のDNSサ

ーバーに対してIPアドレスを問い合わせま

す。今回の場合、問い合わせを受ける

DNSサーバーが、実際はダイナミックDNS

サービスを提供しているサーバーというわ

けです。ダイナミックDNSは、問い合わせ

に対してその時点で保持しているIPアドレ

スの値を回答します。利用者は、回答元

が普通のDNSかダイナミックDNSかに関

係なく、通常どおりIPアドレスを受け取り、

それを用いてブラウザーなどを使うことが

できるわけです。

このようなダイナミックDNSサービス

は、プロバイダーが提供しているものや、

ダイナミックDNSサービスを単独で提供し

ているものがあります。ドメイン名として

は、サービスを提供している組織のサブド

メイン名を使うものや、独自のドメイン名

を取得して使えるものもあります。

（本誌アドバイザー井上尚司）

自宅にADSLを導入したのでサーバーを立てようと思うのですが、IPアドレスが固定じゃないとできないと

聞きました。固定IPアドレスがもらえるプロバイダーに乗り換えないとダメですか？（K・Aさん）

ダイナミックDNSを使えば
動的IPでもサーバー構築OK!

④アドレスをDNSサービスに問い合わせる。
⑤DNSサービス（実際はダイナミックDNSサービス）から現在のIPアドレスが通知される。
⑥通知されたIPアドレスに対してブラウザーがアクセスを行う。

①プロバイダーがIPアドレスを割り当てる（接続のたびに変わる）。
②専用ソフトなどを使い、プロバイダーから割り当てられたIPアドレスをダイナミックDNSサービスに送信。
③IPアドレスがダイナミックDNSのサーバーに登録される。
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ダイナミックDNSの仕組み

●IPアドレスの登録方法

●ほかの人からはこう見える
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